
レポート課題②

波束の1次元ポテンシャル散乱を解いて，結果・考察をまとめて提出してください。

（ポテンシャルの高さ・形状・入射エネルギー・Nexp・Δt依存性など）

また，得られた波動関数から透過率・反射率を数値的に計算し，解析解と比較して

みましょう。

参考にした式と対応するコードが分かるようにして提出してください。

提出ファイル：Fortranコード（.f90）と任意の説明文書（テキスト，Word，pdf等）

提出先：T2SCHOLA 第13回「レポート課題②：1次元ポテンシャル散乱」

提出期限：2023年2月19日(日) 23:59まで

https://t2schola.titech.ac.jp/mod/assign/view.php?id=130345


補足：単位について

プランク定数 ℎ ≅ 6.6 × 10−34 [m2kg/s]や陽子質量 𝑚𝑝 ≅ 1.7 × 10−27[kg]をそのまま使うと

とても小さい数字を扱う必要があるため，あまり好ましくありません。
（このまま使って解くこともできます。）

講義で配ったサンプルコードでは，次の関係式を利用した単位系を用いています：

ただし，MeVは106 [eV]というエネルギーの単位で，1 eV ≅ 1.6 × 10−19[J]です。

この場合，運動エネルギー項の係数は，

となり，扱いやすい大きさになります。

また，実時間発展演算子の肩についても，

となり，エネルギーをMeVの単位にとれば，ct［光速×時間＝長さ］が出てくるので，サン
プルコード内ではこれで時間を表しています。例えば ct =1 fm であれば，時間 tは

となります。この～10−23秒という時間スケールが，陽子がMeVのエネルギーで運動する際
の典型的な時間スケールになります。
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